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このたびは»巧»見をお貢い上げいただきまして«にありがとう 
ごぞいます。ご巧用巧に、この巧巧技巧■を■後までお R みの 
うえ、正しい巧い方で末永<ご愛用くだミい。おがになつた法. 
大切に保管して下さい。 



取扱説明書 


保証書付き 














1 .安全上のごミち意 


ここに示したをちま項は、ち害や損害をモ統こ防止するために重要な内容ですので、必ず巧ってください 


このバネルヒーターは、度房用として使用するものですので、これ W 外のご使用は巧巧しないでください。 
この用を W 外でご使巧になった巧をのが B ■ 事がその化の不具をについては、資巧を負いかねます 
のでご了まくださし、。 


A ^と t 巧った巧り扱いをすると、人が巧 t または■傷 
胃 CD を g う巧巧性が巧をされる巧客を示します。 

/ i \ ぐ子さおった巧り巧いをすると、人がを ft ったり. 
/じ/ゴ：/ち巧!的 « S の発生力巧まされる巧谷を示します。 


おを示の例 

® 012号は、「窝止 J (しないでください） 
を示します。 

♦拓ちは、 r 巧制 J (必ずしてください） 
^ を示します。 



分解•修理-巧造は巧巧にしないで 
ください。 

参発义したり. SS 巧曲してけがをすることがあリます。 
参サ *1 • が必要なときは、》あ店へご巧技ください。 


巧やすき間にピンやが金などの金属 
巧など、異物を入れないで〈ださい。 
♦想■や、 ミ 巧作おしてけ力巧することカホり 
ます。 


スプレーホなどを本巧の巧くに 
置かないでください。 

•届発や义巧の原因になります。 





(S 


定宿 15 AUi 上のコンセントをお?$で巧い、 
延長コードを使用しないでください。 
♦化の巧ちヒ冉用するとコンセント®のま巧ち麻 
による発火で火災の巧因になります。 


みか巧や取扱説明窗の内容を充分に巧お 
できない方には、巧き添いなしでの使用 
はさせないでください。 

♦但涅やけどや肪水巧なをおこす巧因になります 


就寝やは使用しないて 
♦を涅やけどやお水症巧をお 



を) 




を) 


Q 





差込プラグを巧くときはコードを持 
たすに、必ず先錦の差込プラグを 
持って引き巧いてください。 

•巧車やシヨ ー h して発火することがありまず。 


交流 lOOViU かでは使用しないで 
ください。 

♦乂災 • 坦■の历国になります。 


使用時しソかは、差込プラグをコンセ 
ントから巧いてください。 

•けがややけど- 巧» 劣化による 巧«« 义災 
のぶ田になります。 


を巧など、他の巧遂に使用しない‘ 
ださい。 

雜加巧して発义ずることがありまず。 


巧れた手で差込プラグ、操作部などを 
給巧にさわらないでください。 

参宙 g のをれがあります。 


犬やおなど、ペットの暖房用には 
使用しないでください。 

•ペットが本巧やコードを«め、义災の原因 
になることがあります。 













電おコードや差込プラグがなんだり、 
コンセントの差し込みがゆるいときは 
使用しないでください。 

•度■•シヨー ト•堯义の!*因にな I 




カーテンなどなえやすいものの近く 
で巧用しないでください。 

•义巧の巧れがありまず。 


本体に巧巧やふとんをかけて使用 
しないでください。 

•加な や义巧の巧因になります。 


本体に水やお茶をこぼさないでくだ 
さし、。 

•思3や火おの原因になります。 






























1 .安全上のごミち意 


f A ミ主意 1 


本体を逆さまにした状おで使用 
しないでくださし、。 

•如かや巧 a の巧田になります。 


長時間同じ位*を暖めないでください。 
•は校的をい活巧でもち時お巧«の间じ4巧を 
巧めていると、巧まやけどのをれがありまず。 

Q 

就巧巧に巧用しない。 

•» ちなどが»れると义災の巧苗になります。 

〇 

移をや持ち運びの時はま意して 
ください。 

•落下するとけがの)*因になります。 

Q 

本体に乗ったり、傾けたりしない 
でください。 

♦お巧してけがをすることがあります， 


ぺットの巧巧用に巧巧しないで 
くださし、。 

♦ペットが本なやコードを傷め、义巧の巧因と 
なります。 

1 ® 

浴室や屋外で使用しないでください。 

•巧電や シヨー ト • 义災のぶ B になります。 


2 . 各部のなまえ 



放熱孔 


側巧 


パネル 


マイナスイオン 
吹江! □ 


操作部 


/-付ち品! -\ 


電源コード 


錢 fe 章 

ネジ (2 本) 

ベース固を用 


ベ—ス 


差込プラグ 
















f 電 源 

交流 100 V 50/60 HZ 

消 S 宙力 

f 50/60 Hzl 95 W 

大きさ 

信 424 mm X 奥巧 1 20 mm x 高さ 340 mm 

重 呈 

2.8 kg 

電源コード 


1安全装$ 

1) を倒オフ就 2) 通關き 防止 綿惭 75。 3) 髓ヒ；1-ス(84 で） J 


* この商品は、日本国内專用でず。国升では巧用できません 。 FOR USE IN JAPAN ONLY 


4. ご使用方法 


組み立て方 1 

♦ご使巧の前に;夕の 
•包装ケースは、巧 

R 巧で正しく巧立ててください， 

芭ずる時に必要ですから巧てないでください， 

A 警告 

/CN 巧なて前、ちるいは«立て中にま送プラグをコンセントにをし么まないでくさい。 

{ \) なやな犀の®田になりまず。 

巧立てが巧了するまでは、差&プラグをコンセントにまし込まないでください。 




使用場所について 

参図のように巧してお巧いください 


•水をかけたり、力、かりやすい巧抓里 S 場など)や、 
巧食性のガス(硫化ガス-巧ちガス）を吸い込むと 
ころで使用しないでください。 

参湿気-ホコリ-巧のぞい巧所では巧用しないでく 
ださい。 

•本体の上に巧をかけたり、巧をのせるなどしない 
でください。 


(上面） 
lOOcmW 上 


/§か 
/ 45 cmW 



(机面） 

巧田巧等から 
100 cmW 上 


5 cmW 上 


A ミ主意 


放熱孔の周囲100 cmi * ソ巧に障害物を S かないでください。 

•乂災の巧因になります。 

本体を側ナたげ態で巧用すると、「お倒オフ装 S 」 が働いて運転 
しません。必ずしつかりとした平らな場所で使用してくださし、。 



















'使用方法 


操作の仕方 


•差込プラグの巧き差しは運巧を巧止してから巧ってくだミい。 

♦初めてのご巧用の巧をや、シーズンオフ等長 M 問®巧しなかった巧合に、 
かし译や兵いが発生することがありますが、ご巧巧とともにおえます， 


A 注意 


本なにお« • タオルや布団等を挂卜けて巧巧しないで < ださい。 

•巧田や火の.■がの)！因になります。 

本化巧作部にか-お茶-ジュース等を巧巧にこほさないでください。 

もしこほした g 合はご使巧を中止し、お S い上けの巧巧巧で点巧ををけて 
からご巧巧ください。 

•» なや巧》の原因になります。 

■巧コードを呆ねたまま巧用しないでください。 

♦コードが进し、な»や事巧の原因じなります。 


操作バネル 


2 4 

inn) 


電源ボタン 


© 

" 


イオンボタン 


タイマーボタン 


電源ボタン 


参差込プラグをコンセントじ接病し、最初に「電源ボタン」を巧すと 
「電源ランプ J が点灯し、運転を閱おします。 

参巧度 r 電源ボタン J を押すと r 巧源ランプ J がミ肖口し.運巧を巧止します。 


8時巧才ートオフに- 


電源を入れると、自動的に8時間切り忘れ防止タイマーが街き、8時間経過後自動的に 
電おが切れ、電源ランプが点なします。巧起動する場合は一回「電源ボタン」を 
押して、巧めから再操作してください。 


I 


タイマ—ボタン I ※里お中でないと巧巧できません。 

5 • 7時巧のタイマー巧をが出巧ます。 
と自巧的に体止します。 


タイマー巧定を巧除した巧合は.巧除した時点から 
8時曲の切ちれタイマーがおをされます。 


※巧お中でないと巧作できません。 

J を巧すとマイナスイオンが発生します。 
ボタン J を巧すと任止します。 


A ♦マイナスイオン発ち部付近には、がれないでください。 

A 巧巧の巧因になり、マイナスイオンを発生しなくなります。 

注♦開□部や隙問に巧や金お巧などの夏のをいれないでください。 
さ けが、巧覃のをれがあります。 

'面 ※分おはしないでください。 



吹出 □ 





















. 知っておいていただきたいこと 


転倒オフ装置について 


温度過昇防止器けーモスタット）について 


このパネルヒーターには溫度逗ち防止巧能がついています。 
誤った ffi い方をすると、運おを巧止します。 

湿度遇昇防止樓能が作勤した場をは . 

〇運括を巧止して、本がををます。 

@巧のお巧をして、通度 a 巧巧止巧おが作巧した]*西を 
ヒリのぞく。 

-巧お？ L がふさがれていませんか。 

• お巧屋の涅度がちくなりすぎていませんか。 


々のシーズンにお巧いになるときは 


お巧いになる巧に、コードの巧 «(« 覆のすりきれ、ひび巧れ)、 
供イ乍部の® a をおなしてま巧のないことを巧 K して < ださい。 


巧いたり倒れたりした時に、這乾を巧止しまず。 
巧けて■いたり巧巧がある巧でお使いになると、 

本化が巧れなくても巧倒すフ装■が作動する 
ことがあります。必ず平をな巧でお ffi いください。 
巧れたげ®ではる S しません。 

t な麻の化方1 


お倒オフ装■が作拓した巧をは、 

本巧を起こし用西の安をを巧‘揉し、 
正しい巧■に戾してください。 

«巧スイッチを再 S 入れてください。 


:六品ぃ。 I 皆 


6. お手入れの仕方 



お手入れはおず g 込プラグをコンセントから巧き、本体がホめてからおこなって < ださい。 
♦巧■やけがをするおそれがホります。 


A 警告 


本体を水 I 


り、水をかけたりして巧 


•巧 ■ 


—卜の恐れがあります 


巧れはをいた柔らかい巧で拭き巧ってください。 

巧れがひどい時は、薄めた台所用中性巧剤（食器巧）を 

しみ这ませた柔らかい巧で巧いてから、をいた巧でよくなき取ってください。 



•長い時間ご巧巧になると,差込プラグとコンセントの聞にホコリや水分が巧* 
ずることがありますので、をいた布で巧きとってからご使用ください。 


収納は . 

お買い上げのときの箱に巧巧説巧 S と共に入 tu 湿をの少ない巧で巧きしてください。 














7. 修理を依頼される前に 


な下のことをお調べになり、なお異常のあるときは、すぐにお買い上げの販売店に 
詳細をお巧らせください。 


こんなとき 

次の点をお調べください。 

運乾しない 

•差込プラグはしっかり差し込みましたか？ 

•空源ポタンが「切 J になっていませんか？ 

-ごま庭のヒュースゃブレーカーが切れていませんか？ 

•裝品がないていませんか？ 

很倒オフ装 S が作画しています。 -一 P 5 參,聞） 

運拉が巧止する 

-忍度過き防止な能が作動していませんか？… P 5 をお 
-才ートオフ機能が面いていませんか？… P 4 を巧 


X 巧めての使用になるときは、通5中にを干のニオイなどが化ることがありますが、 
ご法用にともない化な < なります。 


8. アフターサービスについて 

1. 巧陆■は必ず r お*い上げをち SJ ヒ「店巧店ち J 等巧ち■巧の E 入及 UEB 巧客をご巧段のうえ.お*い上げの巧巧店 
かをおをけなりください。 IE « 巧客をよくわ読みになり大切にな S して<ださい。 

2. 巧な巧田は.お貢い上け B から1年田です。保扭用田やに任理を巧《されるときは、お貢い上げの巧巧巧まで巧陆■をホえ 
て巧品をご持#ください。巧な■の内容になつて#理いたします。 

3. 巧 i 正が田経巧後の巧理についても、お! I い上げの拓巧店にご巧技ください。巧巧によって.巧巧がな待できる4合は、お 
客巧のご BS によりちお巧理いたします。 

4. この K 品の巧巧用性な巧品の巧ち期田は K 适巧切後6年です。巧任用性な巧品とは.その K 虽の巧巧を巧持するために必要な 
巧品です。 

5. 史!品に異巧がある)*をには、お否巧ご自9で度理されたり、手をな)えたりずることはを»です。お巧にしないでください。 

6. アフターサービスについてご不明な点は，わ*い上げの度充巧にお巧い合わせ<ださい。 

が巧日本電器株式を巧干 110-0016 東京都台東区台東1了目24番1号 

おを样ま用ダイヤル 03-3837-1235 

をイ寸時巧；ち〜を*曰 9 時〜 12 時/ 13 時〜 17 時（±、曰巧、巧曰はおがみ） 

http :/ www . tsannkuen.jp 






